
様式１（小・中）【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗
度

進捗状況と見通し
達成
度

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理
解と共通実践

●学力向上対策評価シートに示したマイプラ
ンの成果指標を達成した教師の割合を80％以
上にする。

・全ての教科で共通した取組や各教科での個別の取組を明ら
かにし、学期毎にマイプランの成果指標の達成を目指す。
・学習規律の確立とともに、支持的風土の醸成と学び合う集団
づくりを展開する。

A

・学期毎に数値目標の達成に向けた個別の取り組みを継続的に実施して
いる。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止の為、学び合う集団作りに向けた取
組に制限はあるが、その中で可能限り実践を重ねている。

A

・学力向上対策評価シートに示したマイプランの成果指標を達成したかどうかについてのアンケート
を実施した結果、「達成できた」「どちらかというと達成できたと思う」と回答した教師の割合は88％と
なった。 A

・今後も学び合う集団づくりに向けた取組を充実させ、生徒
の学力向上につなげてほしい。

○生徒の基礎学力の向
上

○12月実施の県学習状況調査において、５教
科全てにおいて昨年度の正答率を上回る。

・校内研究や授業研究会を通して、授業構成の見直しや共通
実践を進める。
・生徒一人一人にとって最適な学習を行うことができるよう、
GIGAスクール構想によるICTを効果的に活用した授業づくりを
推進する。

B

・校内研究や全職員が参加した提案授業を通して、授業構成の見直しや共
通実践を進めている。タブレットPCを利用した授業実践に各自試行錯誤し
ながら取組を進めている。
・全国学力学習状況調査（3年生に実施）の結果に課題がみられた。県学習
状況調査に向け、対策を考え、各教科で地道な取組が必要である。

B

・校内研究や研究授業を通して、授業構成の見直しや共通実践を進めてきた。タブレットPCを利用
した授業実践に各自試行錯誤しながら取り組んだ。
・２年生においては、１２月の学習状況調査の対県平均比で５教科で昨年度をおおむね上回ること
ができた。校内研究で結果を分析し、課題に対して手立てを考え、各教科で取り組んでいる。 B

・今後も生徒の学力向上のための地道な取組を継続して
ほしい。タブレットＰＣを利用した授業実践についても研鑽
を積んで、新しいスタイルの授業に挑戦してほしい。

●児童生徒が、自他の
生命を尊重する心、他者
への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動
する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○学校行事や体験活動、奉仕活動を通して、
自分が成長していると回答する生徒を９０％以
上にする。

・体験活動や奉仕活動を通して自己を見つめ直し、心の変化に
気づかせる指導を充実させる。
・学年全体で授業に関わるような体制を取り、生徒の成長や変
容を見取りながら関わりを深める。 A

・感染対策を取った上で、学級内で意見交換や交流を取らせ、多面的・多
角的に物事を考える機会を設けている。
・担任だけではなく、学年の職員で持ち回り授業をすることで、様々な考え
に触れさせ、多くの職員で生徒の成長や変容を見取っている。 A

・授業の中で意見交換や交流を取らせ、多面的・多角的に物事を考える機会を設けた。その結果、
「話し合う活動を通じ、自分の考えを深めたり広げたりすることができていると思う。」というアンケー
トに昨年度より4ポイント高い79％の生徒が当てはまると答えており、多くの生徒が幅広く物事を考
えることができるようになってきている。
・道徳の授業で1つの学級に学級担任だけでなく、多くの職員が関わることで、様々な考え方に触れ
させ、多くの職員で生徒の成長や変容を見取ることができた。

A

・様々な活動に制限がかかる中で、感染対策をした上で工
夫を凝らした活動をしてくださっていることに感謝する。生
徒にとって中学生活は1回限りであるので、今後も可能な
限り行事や活動を実施し、生徒たちの成長の場としてほし
い。

●いじめの早期発見、早
期対応体制の充実
○人権・同和教育に関す
る取組の充実

○いじめ防止等（いじめの防止等のための取
組、事案対処等）について、関係職員や担任・
保護者と連携した組織的対応ができていると
回答した教員を１００％にする。
〇「西中人権・同和教育たより」を毎学期発行
し、生徒の活動の様子を保護者に伝える。

・月1回、生活・いじめアンケートを実施し、いじめの早期発見と
組織的対応に努める。
・生徒指導委員会や連絡会を通して、事案についての情報を
共有し、一貫した指導を行う。
・「いじめ・いのちを考える日」の取組を通して、命と人権を守る
ことの大切さを考えさせる。

A

・生活・いじめアンケートや、生徒観察から得た情報は、学年部会や生徒指
導委員会で、できるだけ早期に共有し、組織的に対応することはできてい
る。
・人権教育担当職員の取り組みとも連動して、指導のポイントを明確化でき
ている。毎月の「いじめ・命を考える日」の取組について、今後も様々な視点
から指導を充実させていく。

A

・生活・いじめアンケートは、だいたい月一回のペースで実施でき、早期に情報共有できた。「関係
職員や担任・保護者と連携した組織的対応ができていると回答した教員を１００％にする」という数
値目標も達成できた。
・様々な人権課題について、「いじめ・いのちを考える日」、「人権週間」を中心に、生徒に考えさせる
時間を作った。特にLGBTQに関しては、実行委員を募り、学習をして、リモート集会や掲示物の作
成をおこなって、全校生徒に周知させる活動を行うことができた。

A

・いじめは絶対に許されない行為である。そのことを生徒に
伝え続け、組織的対応で未然防止に努めて欲しい。

◎自らの夢や目標の実
現に向けて努力する気持
ちを高める教育活動の推
進

○自らの夢や目標の実現に向けて努力する
気持ちがあると回答する生徒を８５％以上に
する。

・教科の学習、学校行事等を通して、自らの夢や目標について
考えさせる場面や時間を設定する。
・キャリア・パスポートを通して自らの学習状況やキャリア形成
を見通したり振り返ったりしながら、自身の変容や成長を自己
評価できるようにする。

B

・教科の学習では、自らの夢や目標について考えさせる時間を設定し取り
組んでいる。しかし、学校行事を通した実践活動や体験学習の実施につい
ては、今後、検討する必要がある。
・自らの学習状況やキャリア形成を見通したり振り返ったりできるようなキャ
リアパスポートを作成し、自身の変容や成長を自己評価をさせている。

B

・教科の学習では、自らの夢や目標について考えさせる時間を設定し取り組んだ。成果指標につい
ては達成することができたが、体験活動等を通して自分自身の成長を感じている生徒は81％であっ
た。新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、学校行事等も大きく修正・変更等をせざる得な
かった。学校行事を通した実践活動や体験学習の実施については、今後、検討を重ねる必要があ
る。
・自らの学習状況やキャリア形成を見通したり振り返ったりできるようなキャリアパスポートを作成
し、自身の変容や成長の様子についてを自己評価をさせた。

B

・夢や目標をもつことは、生徒たちにとって大切なことであ
る。その成果指標が達成できなかったことば残念である
が、今後もしっかりと取組を継続して、生徒が夢や目標に
向かって頑張ろうと思える学校づくりに努めてほしい。

●「望ましい食習慣と食
の自己管理能力の育成」

●「健康に食事は大切である」と考える児童生
徒を９５％以上にする。

・技術・家庭や保健体育など関連する教科等において、食に関
する指導の視点を位置づけた指導に努め、食事の大切さを再
認識させる。
・「日刊給食たより」を用い、昼食時に食に関する放送を行い、
健康と食事について考えさせる。

B

・技術・家庭や保健体育など関連する教科等において、食に関する指導の
視点を位置づけた指導に努めている。
・「日刊給食たより」を用いて、旬の食べ物や行事食、栄養などについて、毎
日昼食時に放送委員が放送を行っている。今後、給食委員の活動を通して
スムーズな給食活動と残菜を減らす取組を進めていきたい。

B

・「令和3年度学校評価アンケート」において、「食事の大切さを理解し、毎朝、朝食を食べて登校し
ている」という質問に対して、「よく当てはまる」・「だいたい当てはまる」と回答した生徒は、96％で
あった。また、「健康に関する意識調査」（第2学年対象）では、「健康に食事は大切である」と考える
生徒は100％であった。
・第１学年保健分野の学習単元である「食生活と健康」にて、健康のためには食生活でどんなこと
に気をつければよいかを学習した。

B

・成果指標は達成できているが、給食の残滓にも表れてい
るという生徒の食に対する意識や態度については今後も
指導を継続してほしい。１０代が体づくりにとって重要な時
期であることを伝え、考えさせる機会を是非作ってほしい。

○自分の健康や体作り
について意識を高め、活
き活きと部活動等に取り
組む

○部活動や社会体育、文化活動に積極的に
取り組む生徒を、昨年度の75％より増やす。

・部活動の顧問を複数体制とし、臨場指導に努める。
・部活動や社会体育、文化活動の意義を踏まえた指導と適正
なあり方について、学校だより等で周知する。 B

・部活動の顧問については、複数態勢で臨場指導が行えており、会議中も
当番を決めて活動の見回りを行っている。
・学校だより等で大会結果は周知できているが、部活動の指導や在り方に
ついては周知があまりできていない。

A

・成果指標については「よく当てはまる」と回答した生徒が67％であった。昨年度とほぼ同程度であ
るが、コロナ禍で活動が制限されている中で、生徒はルールを守って活動しており、よい成績をあ
げている。
・生徒会主催で部長会を行い、各部の主将に部活動中の注意点を意識付けできた。それぞれの部
が目的をもって自主的に活動することが必要であることを伝えることができた。

A

・今後も継続してほしい。

●業務効率化の推進と
時間外勤務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時
間の上限を遵守する。

・校務分掌の確実な遂行に取り組み、「チーム西中」の意識の
もと、計画的・組織的に業務遂行に努めるようとする教職員の
意識向上を図る。
・定時退勤日の確実な実施に取り組む。また、平日でも目標と
する退勤時間を設定し、教職員へ周知することで、退勤時間遵
守に向けた意識化を図る。

A

・校務分掌の確実な遂行に取り組み、「チーム西中」の意識のもと、計画的・
組織的に業務遂行に努めるようとする教職員の意識向上が図れている。
・今年度の４月～８月の平均時間外勤務時間は、３７時間２０分であり、目
標とする４０時間以内を達成できている。下期は、高校入試業務が控えてい
るが、業務の効率化に取り組み、月平均４５時間以内を達成したい。

A

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、学校行事等も大きく修正・変更等を余儀なくされた
が、「チーム西中」の意識のもと、全教職員が業務を分担し取り組むなど、確実な業務遂行を図る
事ができた。
・高校入試業務期間中でも、計画的な業務遂行に努め、4月～2月の時間外勤務時間は約34時間
50分程度となり、月平均45時間以内を達成することができた。年度末となる3月も計画的・効率的な
業務遂行に向け取取り組む。

A

・今後も「チーム西中」の認識のもと、教職員全員で業務を
推進してほしい。年休を取りやすい雰囲気を今後も醸成
し、教職員が心身共に健康に生き生きと働ける職場づくり
に努めてほしい。

○教職員の資質向上と
教職員集団の組織力の
構築

○それぞれのライフステージに応じ、教職員
がペアやチームを組み、互いに「学び合う」・
「育てる」・「支え合う」意識のもと教育活動に
努めようとする教職員の割合を８５％以上にす
る。

・校務分掌や学校行事等でベテラン、中堅、若手教師がチーム
を組み、互いに教育技術を伝承し合うことで、各自の資質・能
力の更なる育成を目指し、教職員集団の組織力向上を図る。

A

・コロナ禍の中、幾度も行事計画の変更等を余儀なくされたが、ベテラン教
職員や中堅教職員、若手教職員が連携・協働の中、資質・能力の向上に取
り組み学校力の向上に努めている。
・下期においても、学校教育活動を通して、教育技術等の伝承を図り、教職
員の資質・能力の向上に取り組む。

A

・学校教育活動を通したOJTに取り組み、経験豊富なベテラン教員がもつ、知識・技能・経験等を伝
承することができた。
・各週実施している各委員会等において、ケース会議を中心とした情報の共有・共通理解に努める
ことができた。また、委員会で出された情報は、職員連絡会等を通して、全教職員へ伝達し情報の
確実な共有に努めた。次年度においてもこのような職員組織を形成して行きたい。

A

・今後も大規模校の長所を生かして、ＯＪＴの効果的な運
用を推進し、教職員集団の組織力向上を図ってほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗
度
（評

進捗状況と見通し
達成
度
（評

実施結果 評価 意見や提言

★小中一貫教
育の充実

★教科「日本語」の実践
充実

★保護者・地域等に対する教科「日本語」の授
業公開学級率８０％以上にする。
★保護者等に対する教科「日本語」に係る情
報を年間３回以上公開した学級率８０％以上
にする。

・教科「日本語」の取組について、学期に１回程度、学校・学年
だよりで保護者等に知らせる。
・年に２回、鳥栖市小・中学校のコーディネーターが集まり、コロ
ナ禍での取組における「各学校の工夫」について共有する。
・学年全体で授業に関わる体制を作り、魅力的な授業づくりを
行う。

A

・教科「日本語」の取組について、学校・学年だよりで知らせている。
・コーディネーター研集会で、各学校の工夫を共有した。
・教科「日本語」の教科書の見直しを、各学年の担当者で分担して行ってい
る。担任だけでなく、学年全体で授業に関わり、魅了的な授業づくりを目指
して実践を重ねている。 A

・教科「日本語」の取組について、学校・学年だよりで知らせることができた。
・昨年度と同様、保護者等に対する教科「日本語」の授業開会は実施できなかった。
・各学年が学年全体で授業に関わり、これまで積み上げてきた資料やワークシートを活用しながら
授業を実践した。 A

・来年度は、是非、保護者や地域に教科「日本語」の授業
を公開してほしい。

○特別支援教
育の充実

○特別支援教育部会の
定例化と教員の専門性と
意識の向上

○特別支援教育コーディネーターと、関係職
員を中心として特別支援委員会を週1回開催
する。
○特別支援に関する専門性が向上した教員を
８０％以上にする。

・委員会を週1回定期的に開催し、生徒の情報交換、支援計画
や指導計画の作成や、具体的な対応に関する協議を行う。
・講師を招き、合理的配慮をどのように学級経営へ生かすかに
ついて、全職員を対象とした校内研修を実施する。 B

・特別支援委員会を定期的に実施し、生徒の情報交換だけでなく、特別支
援学級担任のスキルアップのため、月に１回の事例研究会、スーパー
ティーチャーを交えた研修会を実施した。
・今後、講師を招聘し、全職員を対象とした特別支援教育への理解や具体
的な支援方法について研修する予定である。

A

・毎週、特別支援委員会を実施し、特別な配慮を要する生徒の特性や抱える困難を理解し、その対
応方法について検討することができた。また、月に1度、事例研究会を実施したため、特別支援学
級担任のスキル向上につながった。
・特別支援委員会で話し合った内容を全教員と生活支援員とで共通理解し、特別支援教育の推進
につながった。
・療育機関から講師を招き、全教員と生活支援員を対象とした研修会を実施し、特別支援教育に対
する啓発を行った。

A

・様々な特徴をもつ生徒に寄り添った指導を行うことは大
変なことだと思うが、今後も特別支援に関する専門性を向
上させながら、指導を継続してほしい。

○生徒指導の
充実

○生徒支援体制の充実
と不登校対策の推進

〇警察や児童相談所との連絡を、月に1回以
上は行い、さらにSSWや福祉方面との情報共
有を密に行う。
○教育相談、別室における学校生活支援員を
中心に、「つなぐ」「働きかける」をキーワードに
不登校の生徒や家庭に働きかける。

・原則、毎週、生徒指導委員会と全職員参加の連絡会を開き、
生徒や家庭に関する情報共有、及び複数の職員で対応にあた
ることを徹底する。
・「電話作戦」や「担任＋１の家庭訪問」「別室登校」など本人・
保護者と話をする機会を積極的につくり、チームで対応する。
・学校適応指導教室や関係機関との連携を図る。

A

・毎週、生徒指導委員会と全職員参加の連絡会を開き、情報共有や事例研
究を行うことができている。今後も共通認識の元に生徒指導にあたってい
く。
・毎週、SCやSSWが同席する教育相談委員会を開き、情報共有やケース会
議を行うことができている。そのことで支援が必要な生徒に、様々な分野か
ら支援の手が届き始めている。
・不登校、不登校傾向の生徒について、学年部会等で学年を中心に情報共
有を図ることができている。不登校生徒の増加は学校の喫緊の課題であ
り、今後も関係機関と連携しながら、改善を図っていきたい。

A

・毎週、生徒指導委員会と全職員参加の連絡会を開き、情報共有をできている。生徒指導や保護
者対応に関するケーススタディも、年間で３回行うことができた。
・毎週、教育相談委員会を開き、職員連絡会で情報共有もできている。教育相談委員会には、SC
やSSWも同席し、不登校生徒への多方面からの支援を検討することができた。
・今後、不登校・不登校傾向の生徒の対応について、全職員での研修及び検討する機会を増やし
ていく。

A

・関係機関としっかりと連携を取りながら対応できている。
２年間、家庭訪問ができていないことで、家庭や保護者と
の連携に難しさを感じることもあるだろうが、今後もあらゆ
る機会を生かしたり、関係機関からの情報を得たりしなが
ら、生徒の背景や困り感を把握し、必要な支援につなげて
ほしい。

●･･･県共通　★･･･鳥栖市共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・
教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つく
り

中間評価 最終評価 学校関係者評価

鳥栖市立鳥栖西中学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　次年度への展望

・学校教育目標「西中一心～夢の根っこを育てる～」のもと、①「生徒の心を耕す生徒指導体制の充実」と②「自ら学ぶ力の育成」を重点目標として全職員で取り組み、概ね達成できた。コロナ禍であっても、皆で知恵を出し合い、新しい形の体験活動を模索したり、一つ一つの行事や取組にしっかりとした目標をもち、活動を充実させることができた。
・①については、生徒指導、教育相談、特別支援教育にかかる委員会を毎週開催し、連絡会で全職員が共通理解を図る体制が確立できた。来年度も教職員一丸となって生徒指導体制を充実させていきたい。また、不登校・不登校傾向の生徒の対応についても関係機関と連携を取りながら、生徒や家庭に寄り添いながら支援を充実させていきたい。
・②については、今年度委嘱された学力向上推進事業をよい機会と捉え、全職員で研究に取り組み、主体的に学び続ける生徒の育成を目指すことができた。来年度は「学びに向かう力」を生み出す授業づくりについてさらに研究を進め、全職員の指導力を向上できるような取組を推進していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

     評価結果の概

要

学校教育目標「西中一心～夢の根っこを育てる～」のもと、①「生徒の心を耕す生徒指導体制の充実」と②「自ら学ぶ力の育成」を重点目標として全職員で取り組み、概ね達成できた。①については、コロナ禍にあって学校行事や体験活動に制限がかかり、生徒自身が自分自身を見つめ、新たな自分を発見するような機会が減ったことは否めない。今年度は昨年度以上に工夫を重ね、知恵を出し
合い、新しい形の体験活動を模索したり、一つ一つの行事や取組にしっかりとした目標をもち、活動を充実させていきたい。前年度の大きな成果として、生徒指導、教育相談、特別支援教育にかかる委員会を毎週開催し、連絡会で全職員が共通理解を図る体制が確立したことが挙げられる。今年度も継続し、全職員で生徒指導体制を充実していく。②については、県学力状況調査の対県平均比
において、５教科全て昨年度を上回ることができた。今年度も校内研究体制を充実させるとともに、今年度委嘱された学力向上推進事業を良い機会と捉え、全職員で研究に取り組み、主体的に学び続ける生徒の育成を目指していく。

２　学校教育目標

西中一心～夢の根っこを育てる～

・それぞれの生徒の「夢」を実現させるための「根っこ」を育てる教育を、全校一丸となって推進する。

・それぞれの生徒が、自分と他人を大切にし、お互いに認め合い・高め合って、共に成長できる学校をつくる。

３　本年度の

     重点目標

①　生徒の心を耕す生徒指導体制の充実

②　自ら学ぶ力の育成

学校名


